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研究成果の概要： 

 

本研究では縮小推定量として回帰係数を個別に推定するためのリッジ回帰推定量を取り上げ、

線形制約付リッジ回帰推定量、線形制約に対する予備検定後の予備検定リッジ回帰推定量および

不等式制約付リッジ回帰推定量のモーメントの厳密な公式を導き、これらのリッジ回帰推定量の

精度をブートストラップ法によって近似する方法を考察した。モンテカルロ実験の結果は、ブー

トストラップ法によって推定されたこれらのリッジ回帰推定量の精度は、かなり正確であること

を示している。また、導出されたモーメントの厳密な公式を利用して、LINEX 損失関数のもと

での予備検定リッジ回帰推定量のリスク・パフォーマンスの分析を行った。 
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１．研究開始当初の背景 

 

本研究以前にも、Stein 型推定量などの縮

小推定量の精度をブートストラップ法によっ

て近似する試みはなされていたが、線形制約

付縮小推定量、線形制約に対する予備検定後

の予備検定縮小推定量および不等式制約付縮

小回帰推定量の精度をブートストラップ法に

よって近似する試みはなされていなかった。 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、ブートストラップ法の文脈で

はこれまで取り扱われていない回帰係数を

個別に推定するためのリッジ回帰推定量を

取り上げた。線形制約付リッジ回帰推定量、

線形制約に対する予備検定後の予備検定リ

ッジ回帰推定量および不等式制約付リッジ

回帰推定量のモーメントの厳密な公式を導

き、これらのリッジ回帰推定量の精度をブー

トストラップ法によって近似し、その有効性

を調べることを目的とした。 

 

 

３．研究の方法 

 

回帰係数を個別に推定するためのリッジ回

帰推定量を取り上げ、線形制約付リッジ回帰

推定量、線形制約に対する予備検定後の予備

検定リッジ回帰推定量および不等式制約付リ

ッジ回帰推定量のモーメントの厳密な公式を

導いたが、この厳密な公式は非常に複雑であ

る。また、この公式は母数に依存し、通常は

母数は未知であるので、極めて取り扱い難い

ものである。このため、推定値の精度を表す

標準誤差を評価するのが極めて困難である。

この困難さは母数が未知でも適用可能なブー

トストラップ法を使うことによって回避する

ことができる。本研究では上記のリッジ回帰

推定量の精度をブートストラップ法によって

近似する方法を考察した。未知母数に仮想値

を代入して厳密な公式に基づいた標準誤差を

計算し、これをモンテカルロ実験によって生

成された標準誤差のブートストラップ推定値

と比較することによってブートストラップ法

の有効性を調べることができる。モンテカル

ロ実験の結果は、ブートストラップ法によっ

て推定された上記のリッジ回帰推定量の精度

は、かなり正確であることを示している。 

 

 

４．研究成果 

 

 本研究で扱われたリッジ回帰推定量の厳

密なモーメントの公式に基づく標準誤差は

母数を含み、母数の真値が既知でないと計算

できない。通常は母数の値は未知であるので、

応用研究で標準誤差を計算することはでき

ない。しかし、ブートストラップ法では母数

の値が未知であっても標準誤差を推定でき、

モンテカルロ実験の結果は、ブートストラッ

プ法によって推定されたリッジ回帰推定量

の精度はかなり正確であることを示してい

る。これらの成果は、ブートストラップ法に

よって推定されたリッジ回帰推定量の精度

は、応用研究において有用な情報をもたらし

得ることを示している。 
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